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研究成果の概要（和文）： 
社会人学習者のための e-Learning を用いた自学自習型遠隔学習においては，学習意欲を維持
することの困難性が指摘されている．学習上のつまずきや仕事上のストレスが学習意欲を減退
させ，学習への興味を失うことがある．そのような状況にある遠隔社会人学習者を早期に発見
しサポートすることは，社会人教育における教育の質保証上重要である．信州大学はインター
ネット上で学べる社会人大学院教育を実施しているが，2002年以来様々なサポートの実践を行
い，いくつかの良い効果をあげてきている．しかし，個々の学習者に対するサポートに関して
問題があった．この過去の経験を元に，e-Learningの特徴をより活かした個々の社会人学習者
に対する遠隔学習サポート手法を提案，実施し評価する．その結果提案した手法の有用性が示
され，特に学習意欲の維持に効果があるサポート手法が確立できた． 
 
研究成果の概要（英文）： 
In remote self-learning systems using e-Learning for working students, one problem is 
the difficulty of maintaining motivation for learning. Small learning setbacks and the 
stress of work can decrease motivation for learning and extend periods of putting off 
studies. A support and advice system for adult students of distance learning which can 
detect such situations early on is essential to establish quality assurance for adult 
students. At Shinshu University Graduate School on the Internet, we have achieved 
some positive results by providing various types of support since 2002, but there have 
also been problems regarding support for individual students. Based on this previous 
experience, we propose, implements and evaluates new approaches to distance 
learning support for individual working students which more actively utilizes the 
characteristics of e-Learning. Proposed approaches are shown to be of useful especially 
for maintaining motivation for learning. 
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１．研究開始当初の背景  

e-Learning 教材を用いた自学自習型学習
は，学生の都合がよい場所，時間に自己のペ
ースで学ぶ事が出来る学習環境であり，特に
社会人が働きながら学べる新たな学びの場
の提供手段として有効である． 
しかし,この形態の学習方法の問題として，

学習上のちょっとしたつまずきや仕事の都
合等による学習停滞，その他メンタル的な問
題等での停滞が起きた場合，その状態が長期
になるにつれて学習意欲が低下してしまう
ことがあげられる．実際，通常の通信制遠隔
学習の修了率が 15%~30%と言われている．
早期に学生のこの状態を発見し教育機関か
らのサポートを行うことが必要であり，この
ような機能を遠隔地の学生に対して行う学
生サポートシステムの確立は，これから社会
人のリカレント教育の必要性がますます高
くなるなかで急務となっている． 
信州大学はこれまで100科目以上の自学自

習型 e-Learning 教材の開発と，これら教材
を用いて開設した IT大学院(平成14年開設)，
IT大学(平成 16年開設)における 300人以上
の社会人教育の実績を有し．e-Learning教育
により生じる様々な問題を把握してきた．IT
大学院・大学を実施してきた工学系研究科・
工学部では，学習者のモチベーションを下げ
ないための様々な学生サポート方法を試行
し，その効果を評価してサポート方法の改良
を試みてきた．その結果，60%の修了率を達
成してきた実績を有している． 
しかし，さらに効果的なサポートを行い修

了率を上げるためには，e-Learningであるか
らこそ把握できる個々の学生の状況に応じ
たより効果的なサポート方法を確立，評価す
る必要がある． 
さらに，学生が授業のどういうところでつ

まずきやすいのかを学生の学習状況から分
析して授業のやり方を改善する必要もある．
また，よりよい e-Learning 教材を作成する
ためのツールの開発も重要である． 
２．研究の目的  
本研究では，従来行ってきたサポート方法

について，その効果を実績に基づいて検証し，
より効果的なサポート方法の確立を目指す．
さらに，このサポートを人手をかけずにある
程度自動的にかつ効果的に行うために必要
な シ ス テ ム を 開 発 運 用 す る こ と で
e-Learning における教育の質の保証を継続
的に実現することを目指すものである． 
３．研究の方法  
本研究の目的を達成するために，次の方法

により研究をすすめた．	 
(方法 1)サポート手法の確立	 
遠隔学習者の状況に応じた適切なサポー

ト手法を確立する.	 

(方法 2)学生の履修状況等を常に把握すると
ともに学生に対するサポート内容を記録す
るサポート支援システムの開発	 
e-Learning	 で学ぶ学生の学習履歴を学生	 

ID・修了単元・修了時刻などの生のデータと	 
して散在する教材から収集し,学生・教員に	 
様々な形で提示し,そこから得られる情報や	 
学生とのメール・掲示板等でのやりとりを基
に学生に対してサポートを効果的に行うた
めのサポート支援システムを開発する	 
(方法 3)カリキュラムの改善	 
学生が授業のどういうところでつまずき

やすいのかを学生の学習状況から分析して，
つまずきにくいカリキュラムを開発する	 
(方法 4)効果的な e-Learning ツールの開発	 
よりよい e-Learning 教材を開発するため

のツールや，遠隔講義を効果的に行うための
システムを開発する．	 
４．研究成果	 
４．１（方法１）サポート手法の確立に
関して	 
これまでの遠隔学習者へのサポートは，全

学生へのニュースレターの配信と全学生向
けの掲示板の設置を中心としたものであっ
た．これに対して，新たに開発したサポート
は個別学生向けサポート(A)と研究室学生向
けサポート(B)からなる．	 
４．１．１個別学生向けサポート(A)	 
個別学生向けサポート手法は，次の 3つの

ステップからなる(図１)．	 
（ステップ 1）個々の学生毎に明確な目標を
定め，その目標に沿った修士論文研究テー
マの選定と，学生が持つスキルに応じた個
別履修計画をたてる	 

 
図１	 やり直し可能な個別履修計画 



（ステップ 2）個々の学生が履修計画通りに
履修が進んでいるかを常に評価する	 

（ステップ 3）履修計画につまずきがあった
場合に履修計画を柔軟に修正して（ステッ
プ 2）に戻る	 

４．１．２研究室学生向けサポート(B)	 
（1）研究室の掲示板の設置	 
研究室独自の掲示板を Web上に設けて，学

生には毎週 1度は書込むように指導している．
書込む内容は，学習状況，修士論文研究報
告，仕事の状況，近況等様々である．	 
（2）教員からのニュースレター	 
教員は，指導する研究室の全学生と全修

了生に毎週末にニュースレターを送ってい
る．ニュースレターの内容は大学の近況，
教員の近況や研究状況，学会の報告等様々
である．また，ニュースレター中に必ず研
究室掲示板に書込んだ個々の学生に対して
簡単なコメントを記述するようにし，その
なかで修士論文研究指導も行っている．	 
４．１．３提案する学生サポート手法の
評価	 

 (1)サポート(A)の評価  
図 2，3 に，2007 年度入学生について，日

毎に修了単元数が 1単元以上ある学習進捗者
の人数を週毎に集計した結果を示す．ここ
で，図２は従来のサポートのみを受けてい
る学生のグラフであり，図３はサポート(A)
を受けている学生のグラフである．	 
従来のサポートのみの学生は，5 月以降明

らかなモチベーション低下の傾向が見られ
る．一方で，サポート(A)を受けている学生
は，変動はあるが 5月以降も学習が継続して
いる様子が判る．	 
また，サポート(A)のステップ３にある履

修計画の変更の効果について調べるために，
2007A の学生のうち，履修計画の変更を行っ
た２人の学生の履修単元の進度を図４に示
す．この図は，横軸が入学以来の月を示し，
縦軸が修了した単元の累計を示す．	 
この図から，2 人とも履修計画変更を行っ

た後，履修単元数に大きな変化が現れてお
り，いつでも受講を開始できる e-Learning
教材の特性を生かした柔軟な履修計画変更
機能が有効に作用していることが判る．	 

(2)サポート(B)の評価 
掲示板への書込みと e-Learning 教材学習

の履修進捗度の関係について評価する．	 
調査は，掲示板への書込み指導を開始し

た 2004 年度入学生から 2007 年度入学生まで
の計 25 人について行った．25 人のうち，月
2 度以上のコンスタントな書込みを継続して
いる学生は 11 人（44%），不定期に書込みを
行っている学生は 12 人（48%），まったく書
込みを行わない学生は 2人（8%）であった．
研究室掲示板への書込みと e-Learning 教材

の履修状況との関係を表１に示す．表は縦
方向に掲示板への書込み状況を示し，横方
向に e-Learning 教材の履修状況を示す	 
25 人の学生について調べたところ，掲示

板にコンスタントに書込んでいる学生 11 人
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図 2	 従来のサポートを受けている 2007 年度の学生 

 

図 3	 サポート A,C,D を受けている 2007A の学生 
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図 4	 履修計画変更を行った学生の履修進度 

表 1	 研究室掲示板への書込みと進捗状況の関係（人数） 

不定期に進捗 

 

進捗

無し 

書込と進捗

が連動せず 

書込と進捗

が連動 

コンスタ

ントに進

捗 

コンスタントに

書込 0 1 0 10 

不定期に書込 0 0 6 6 

書込無し 2 0 0 0 

 

	 

	 



のうち 10 人は履修もコンスタントに進んで
おり，残りの 1人も不定期だが履修が進んで
いることが判った．	 
不定期に書込みを行っている学生 12 人の

うち，6 人は履修がコンスタントであり，残
りの 6人も不定期だが履修が進んでいること
が判った．不定期に履修が進んでいる 6人に
ついて，履修が進む時と書込みを行う時期
の関係を調べたところ，6 人全員が履修が進
んでいるときに書込みも行っていることが
判った．	 
書込みを行っていない学生 2人は全員進捗

が見られなかった．	 
４．２（方法２）サポート支援システム
の開発に関して	 
４．２．１	 開発したサポート支援システ
ム	 
現在運用しているサポート支援システムの
機能は，(1)学生情報の管理， (2)学生の個別
履修計画の管理， (3)学生の履修状況の把握， 
(4)過去のサポート内容の管理，(5)メールとの
連携機能	 である． 
システムは，学生の個別履修計画に基づい

た毎月の進捗目標と実際の履修進捗がグラ
フで示され，個別履修計画と比べ履修状況に
問題があるか否かがわかりやすく表示され
る．また，グラフ上に個別サポートを行った
月が縦棒で示され，この縦棒をクリックする
と実際にこの学生に対するサポートの内容
が他のスタッフによるサポート内容と共に
提示される． 
さらに，学生に対するサポートの記録およ

び学生からの反応の記録について，メールと
の連携機能を実装した．教員と学生の間での
サポートに関するやりとりの多くはメール
を利用して行われていることから，このメー
ルを本システム用のメールアドレスに転送
することで，システムが自動的に学生別にサ
ポート内容を記録するものであり，記録の自
動化により担当者の負担を軽減することが
目的である．	 
４．２．２	 サポート支援システムの評
価	 
教員がサポート(A)のステップ２を実施す
る際に要する時間を，本サポートシステムを
導入する前と後とで比較する． 
教員が行うステップ２の作業は，各学生毎

に(1)学生毎の各種情報をまとめながら学生
の状況をまとめる作業と(2)サポートが必要
とされた学生に対するメールの作成と送信
の２つに分かれる． 
本システムを導入する前と後での学生 1人

当たりのサポートに要する時間（メールを出
す必要があると判断された学生に場合）を，
実際に教員へのインタビューとサポート作
業を収録したビデオによる計測の結果から
調査した．その結果を図 5に示す． 

 
図 5	 学生１人当たりの平均サポート時間 
(単位：秒)	 
４．３（方法３）カリキュラムの改善に
関して	 
カリキュラムの改善に関しては，社会人学

生ではないが履修意欲の減退が顕著な問題
となっている短期大学を対象に調査を行い，
その結果から試行的にカリキュラムの改善
を行いその有用性を確認した．	 
カリキュラムでは，短大の２年間を経て，

卒業時に一人でも多くの学生が情報の知識
およびスキルをしっかりと身につけてもら
うための方法を明らかにすることを目的と
した．長野県短期大学多文化コミュニケーシ
ョン学科国際地域文化専攻の学生に対し，一
年次 4 月の入学時と，二年次 12 月の卒業時
に情報教育およびコンピュータ利用に関す
るアンケート調査を行った．この調査より，
理解不足の問題を抱える学生が，何らかの指
標で早期に識別できれば，それらの学生に特
別な対応をとることで，卒業時により多くの
学生に情報のしっかりとした知識を身につ
けさせることが可能と考え，苦手のバロメー
ターの考察を行った．具体的には，一年前期
に大多数が履修する「情報リテラシー」で学
習するエクセルに着目し，「エクセルが情報
演習における苦手のバロメーターになるの
ではないか」という仮説を提案した．	 
本仮説に基づき，2007 年度入学生に対し１

年前期の「情報リテラシー」の演習において，
エクセル強化の授業改善を試みた．そして，
パソコンスキルに関する調査，および，今後
の情報演習科目の履修予定に関する調査を
行った．これより，エクセルに関するスキル
がこれまでより向上し，他の情報演習科目を
履修したいという希望者がエクセル学習前
より学習後の方が増加したことが確認でき
た．さらに，エクセルの関数が理解できたと
感じている学生は，他の学生と比較して，エ
クセルの関数以外の項目やワードに関して
の自信も高く，その後の情報演習科目の履修
意欲が高いという結果がでた．以上より，エ
クセルが情報演習における苦手のバロメー
ターに成り得そうなことが確認できた．	 
この結果，仮説とした苦手のバロメーター

調査によるカリキュラム改善が，学生の履修
意欲減退に有用であることが明らかになっ
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た．	 
４．４（方法４）効果的な e-Learning
ツールの開発に関して	 
本研究で開発した e-Learning ツールは(1)

オンラインテストシステム，(2)遠隔講義シ
ステムの２つである．	 
４．４．１オンラインテストシステム	 
e-Learning 教材中で用いるオンラインテ

ストを実現するオンラインテストシステム
を独自に開発した(以下,このシステムを	 
OTS	 と記す)	 ．OTS は多様な種類の問題を扱
うことが可能であり，かつプログラム能力を
必要とせず問題作成が可能であること等の
特徴を持つ．	 
信州大学ではこれまでに	 この OTS	 を活用

し,多数のオンラインテストを作成・運用し，
その効果を確認した.さらに,作成したこれ
らのオンラインテスト	 をより多くの教育機
関で活用可能とすることを目的として,広く
用いられている	 LMS	 の 1 つである	 Moodle	 
上で	 OTS	 の問題を利用することができる	 
OTS	 モジュールを開発した.	 
４．４．２	 遠隔講義システム	 
受講者の印象が良い映像が提示され，さら

に講師にも受講者の状態がフィードバック
される高い有効性を有する遠隔講義システ
ムを提案・開発した．	 
我々は，遠隔講義における講義映像につい

ての受講者の印象に関する研究において，撮
影者が撮影範囲を移動しながら撮影した映
像よりも，黒板やホワイトボードの端から端
までの講義全体を映すように撮影範囲を固
定した高解像度映像の方が高い評価を得る
ことを明らかにした．	 
しかし，各受講者がパーソナルコンピュー

タ(以降，PC)を用いて受講する場合，ディス
プレイに高解像度のまま映像を表示できな
いことや，大型テレビやスクリーンに比べて
PC のディスプレイのサイズが小さいことか
ら，講義全体を映した高解像度映像において
も，状況によって文字が小さくなってしまい
見づらいという問題が考えられる．	 
そこで，本研究では，各受講者が自宅など

の遠隔地で PC を用いて遠隔講義を受けるよ
うな場合においても，黒板やホワイトボード
の端から端までの講義全体を映すように撮
影範囲を固定した映像を高解像度大型ディ
スプレイに映した時と同等の質(教育効果や
受講者の印象)を提供し，更に，講師が遠隔
講義を行いやすいよう，講師へ受講者情報を
フィードバック可能な遠隔講義システムを
提案・開発した．	 
実際に，開発したシステムを用いて模擬授

業を行い，システムの有用性を明らかにした．	 
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